	令和元年度第３回上野原市まちづくり委員会
　議事録（要旨）

	日時
	令和２年２月２１日（金）
午後１時３０分～午後３時３０分
	場所
	上野原市役所　
2階　災害対策本部室

	出席者
	委　員：飯島勤委員、佐藤満委員、村松千里委員、平井正人委員、水越彩荷委員
事務局：政策秘書課　卯月リーダー、大神田担当
山梨総合研究所：古屋、河野

	第３回上野原市まちづくり委員会
１　開会
２　委員長あいさつ（飯島委員長）
３　議事
（1） 上野原市人口ビジョン（令和元年度改訂版）（案）について
（2） 第２期上野原市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）について
（3） その他
４　閉会
配布資料
１　上野原市人口ビジョン（令和元年度改訂版）（案）修正資料
２　第２期　上野原市　まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）
３　第２期　上野原市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業一覧
【議事】
（１）上野原市人口ビジョン（令和元年度改訂版）（案）について
　　　配布資料１により事務局より説明
　
－承認－
（２）第２期上野原市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）について
　　　配布資料２により事務局より説明
飯島委員長：総合戦略については、総体的な計画となるため、個別具体的な内容については、他の個別計画に記載されてくるものとなります。それでは、計画書28ページまでで何かご質問・ご意見はありますでしょうか。
飯島委員長：計画書22ページの施策における満足度と重要度については、改善分野などの分類とアンケートの信ぴょう性について考える必要があると思います。特に総合的防災体制の確立などこの位置付けでよいのかと考えるところがあります。
飯島委員長：次に計画書29ページから36ページまででご質問・ご意見はありますでしょうか。第1期計画で目標を高めに設定し、それに向けて努力してきたようですが、達成には至らないところもあるようです。内容としては、計画書32ページ③地域資源を活かしたまちづくりに記載されている豊かな自然環境を活かしていくことが大切と感じます。また、計画書33ページの④安心な暮らしを守るまちづくりの中段、「自然災害、新たな感染症の脅威、社会インフラの事後事故など」の対応が書かれており重要な記載となりますが、計画書後半の基本目標４の記載は、内容の表現が弱くなっているイメージがあります。
飯島委員長：それでは、37ページからご質問・ご意見ありますでしょうか。
村松委員　：計画書37ページに記載されています、数値目標の新規雇用総数について5年間総数で250人という数値は、大きいと感じます。
事務局　　：第1期計画の実績は、207人となっています。250人については、少し目標として高めに設定してありますが、担当課である産業振興課と調整し設定させていただきました。
飯島委員長：この目標値の達成には、事業者の方にも頑張っていただく必要があります。一般のアンケートでは、上野原市に仕事がないという回答が多いですが、事業者は、人手不足と回答しています。難しいところもありますが、賃金や労働環境など人が働きやすい職場を事業者が作っていく必要があります。
平井委員　：今回の目標値は、過去の実績から設定されていますが、本来人口ビジョンの目標人口を達成するためにどうしていけばいいかの数字設定でないといけないと思いますがいかがでしょうか。
事務局　　：基本的には、目指す人口については、重点目標において5年後の数値を設定しています。その重点目標を達成するために各基本目標の数値を設定している形となり、その数値の実現性などを確認するために過去の実績を参考としています。
平井委員　：5年後の目標に達成するための数値ですが、新規雇用総数250人は人口目標達成に対応できるものでしょうか。
事務局　　：対応できているのかを一言で決めるのは難しいところがあります。新規雇用を何人増やせば目標人口に対応できているかの指標がないため、5年間の実績とその時点での人口を見比べた結果も設定の参考としています。
飯島委員長：平井委員の言う通り、人口目標を達成するための数値であることが大切ですが、計画の時点で数値達成がそのまま人口目標の達成につながるかの判断は少し難しいところがあります。5年間で新規雇用総数250人は、上野原駅前開発など大規模な開発がない中では、かなり頑張らないといけない数字だと思います。
平井委員　：別冊に具体的な個別事業が掲載されているとのことですが、農林業に関する事業が少なく感じます。また、地方へ企業を持ってくるには、補助金やＯＢの活用など様々な手を打っていく必要があります。新規雇用総数250人の達成のために、先進的な地域を参考に様々な施策を打っていくことが大切だと思います。
飯島委員長：目標を立てて、具体的な施策を実施していくことが重要となります。別冊としたことで必要があれば、来年に加えたり、見直すことができます。
事務局　　：個別の事業を別冊とさせていただいた理由はそこにあります。時代の状況に合わせて臨機に対応できるように考えています。
飯島委員長：各委員からの発言がありましたことを参考にしていただければと思います。また、計画は、チェックして委員会で検証していくことが大切となります。委員会も委員の選定では公募制を採用し、やる気のある人を集めるほうが活発な意見交換などが可能となると思います。
平井委員　：この計画を策定し、ＫＰＩを設定して、どのぐらいの頻度で検証するのでしょうか。上場企業は、4半期ごとに実施しており、そのぐらいの頻度で実施していかないと時代の流れなどに対応できないのではないでしょうか。
飯島委員長：平井委員の意見を参考に、検証の体制等を考えて頂ければいいと思います。
佐藤委員　：計画書47ページの数値目標で市民討議会等開催件数が5年間総数で10回以上とありますが、これは少ないのではないでしょうか。活性化させていくためには、いろいろなやる気のある人が集まれる場を作り、意見交換を行い、そこでやっていることを市民に伝えていくことが重要です。また、市民にも責任を持ってもらい、みんながそれぞれできることをやっていく時代だと思います。
飯島委員長：開催件数については、確かに少ない気がしますので、事務局で考えて頂ければと思います。どんどんと活発に活動してもらい、発表会などをしたり、地域で実施している講演会に絡めて開催するなど市民に知らせて巻き込んでいく必要があります。また、計画書40ページに記載されています、上野原市のＰＲ事業については、ＨＰだけでなく街頭など外に出ていくことも大切です。
事務局　　：委員のご意見から、市民と様々なワークをやって、今までにない新しい価値を生み出し、お互いに評価しあう体制の構築が必要であると感じています。
水越委員　：この会議についても内容をシェアしてほしいとの話があります。秘密の会ではないので外に広めていくことができれば、意見をしてくれる人も増えてくると思います。ＳＮＳの利用も考えれるのかなとも感じています。
飯島委員長：水越委員のお考えのとおりだと思います。ただ、ＳＮＳについては、内容が独り歩きをすると、地域の利害などに絡んでくることもありますので注意が必要となります。また、会議は公開できるものとなっています。
水越委員　：計画書41ページの空き店舗バンクは、現状あるのでしょうか。
事務局　　：来年度より実施することを計画しています。
佐藤委員　：空き店舗については、商工会と力を合わせてやってみたら、人が来るのではないかとおもいます。また、観光協会では、会員でなくてもまちづくりに関することで市が了承してもらえれば、協力していく体制を考えています。行政には、後援や協力などのやっていることをどんどんＰＲしていけばよいと思います。
飯島委員長：委員の意見を参考にして、市がやっていることを市民に知らせてほしいと思います。計画書45ページ、46ページに記載されている説明文の内容ですが、先ほども申しましたが、33ページの安心な暮らしを守るまちづくりの視点から比べると表現が弱くなっていますので、防災体制について表現を盛り込んでいただきたい。
水越委員　：計画書38ページの新規創業件数について、商工会と市がどのように連携して動いているのでしょうか。
飯島委員長：委員にも商工会の方がいらっしゃいますが、本日はお越しになられておりません。どこまで連携できているのかがよく伝わってこないのですが、事務局いかがでしょうか。
事務局　　：産業振興課が担当しています。連携については課題があると感じています。
水越委員　：空き店舗については、つながりを大切にしてシェアや相談のできる人がいれば色々なことが実現できると思います。また、空き店舗の状況が分からないので、情報がつかめたらよいと思います。
村松委員　：空き店舗の対応については、補助金があったりしますので情報を出していきます。山梨えるみんなどＷＬＢについても関連した事項が様々な形でつながりを持っていますので、やれることがいくつも出てくると思います。
佐藤委員　：鄙の会においても、人が集まれる場の創出などいろいろと考えていますので、一緒にやっていければいいと思います。
飯島委員長：街中の商店街は、空き店舗でも店が残っていればいいが、取り壊して空き地が据えています。商工会でも若い方々が活躍していけるようになれば良いと思います。
佐藤委員　：計画書の43ページ記載の出会いから結婚への支援について難しいかもしれませんが今後、婚活のイベントなどもっと積極的に盛り込んでいければいいと思います。また、計画書で農林業について記載が少ないように感じます。
飯島委員長：別冊の一覧表において個別事業が入っている形になるようです。ただ、小規模な施策ではあまり効果が上がらないと思うので、大々的に奨励したほうが良いのではないでしょうか。
佐藤委員　：耕作放棄地は、たくさんあります。企業を呼んで貸し出しをするなど、どんどんと施策を実施していくことが大切だと感じます。また、過去では上野原には、山梨で一番の市が立ったこともあります。このようなことを活用できれば良いと思います。
水越委員　：私たちも春以降に朝市については計画しています。
飯島委員長：多くの意見ありがとうございました。この意見を承って内容については事務局の一任でよろしいでしょうか。
―承認―
飯島委員長：その他となりますが、上野原市まちづくり委員会設置要綱の第7条において、「地区まちづくり委員会」の設置が認められています。今後は、各地区にこの委員会を設置して市長にもこのような場でやる気のある市民の意見を聞いてもらったほうが良いと思います。
事務局　　：パブリックコメントにおいて、意見等が出された際の対応及び軽微な修正については、委員長と事務局に一任させていただければと思います。大きな内容の変更が生じた場合は、皆様にお集まりいただくこともありますので、その際はよろしくお願いします。
―承認―
閉会のことば　佐藤委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


